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家形埴輪【京都府丸塚古墳出土（城陽市教育委員会提供）】�家形埴輪【京都府丸塚古墳出土（城陽市教育委員会提供）】�

網代出土状況�網代出土状況�

     水辺の祭祀【参考図：弥勒寺西遺跡（関市教育委員会提供）】�     水辺の祭祀【参考図：弥勒寺西遺跡（関市教育委員会提供）】� 出土した形代�
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水田や竪穴住居跡�
が見つかりました�
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A
はぜ はら むら だいら�

B
はぜ はら かみ むかい�
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ひがしの�

E
おおだいら�

古墳時代前期の竪穴住居跡�

調査区全景�

縄文時代中期の竪穴住居跡�

変わった形の耳飾り� 土器が敷き詰められた炉跡�

縄文時代早期の押型文土器� 調査区全景�

鉄鎌�

土器棺�

配石遺構�

　冬の到来まであとわずかです。各発掘現場では、着 と々調査が進んでいます。�
　今回、前号で紹介した発掘現場の最新情報をお届けします。美濃地方の5遺跡を紹介します。�

  　この遺跡は、旧徳山村の櫨原集落の

すぐ東、扇谷が揖斐川本流に合流する

地点より北東へ約1km遡った所にありま

す。右岸に突き出た狭い河岸段丘上に

遺跡が広がります。�

　今回の調査では、縄文時代中期の土

器や石器が多く見つかっています。10

月現在で、4軒の竪穴住居跡、150をこえ

る穴、その他、屋外の炉跡、配石遺構などが見

つかりました。また、石鏃、磨石、石皿、敲石、打

製石斧などの石器も見つかりました。これらのこ

とから、縄文時代中期に、この地が縄文人の生

活の場となっていたことがわかります。�

おうぎたに�

い こう�

すり�せき ぞく� たたき�

せき ふ�

さかのぼ�

　この遺跡は、木曽川によって

つくられた河岸段丘上にありま

す。9月末現在では、縄文時代

中期の竪穴住居跡1軒、古墳

時代前期の竪穴住居跡12軒が

見つかっています。縄文時代

中期の住居跡からは、出入り口に近いところで埋甕を発見しました。�

　また、古墳時代前期の大きさの

ちがう竪穴住居跡がまとまって見

つかりました。住居の中には、多く

の炭化材が出土したことから焼失

したと考えられるものや、この時期

のものとしては県内2例目となる鉄鎌（写真）が出土したものもありま

した。それだけに、この時期の集落の様子を知る上で、貴重な資料

となると考えられます。�

  その他、掘立柱建物跡や土器棺、中世の集石遺構、多くの土坑

が見つかりました。�

うめがめ�

ほったてばしら� ど こう�

　この遺跡の一地区は明智

川に注ぐ大平川の河岸段丘

上に位置し、もう一地区は

北からの谷の扇状地上に位

置しています。今回の調査

では古墳時代前期の竪穴住

居跡をはじめ、掘立柱建物

跡や配石遺構などが見つかりま

した。中でも目を引くのが弥生

時代前期のものと思われる土器

棺が出土していることです。今

回見つかった土器棺3基のうち2

基は横置きに、1基は縦置きに

設置されていました。いずれも口の部分を別の土器で蓋のよ

うに覆っていることから、墓として埋められたものと考えら

れます。横置きに設置された2基の土器棺はすぐ近くにある

ため、この場所が墓域であった可能性が考えられます。�

ど き�

かん�

ぼ いき�

　櫨原村平遺跡の調査は、2年目となります。今年は、縄文時代中期の土器がたくさ

ん出土しています。給食のパンケースくらいの箱で100箱を超えました。なかには、ほと

んど元の形のままでみつかった土器もあります。大昔の人が何の目的で埋めたものな

のか、好奇心がわいてきます。住居の中につくられた炉（石で囲んだいろりのようなもの）

もいくつか見つかりました。そのひとつには、底に土器がびっしりと敷き詰められていま

した。また、小さな穴の中から、石錘（石のお

もり）が7つまとまって出てきてびっくりしたこ

ともありました。さらに、縄文時代前期によく

見られる耳飾り（　状耳飾）も出土していま

す。そのひとつは、他で例のない変わった

形をしたものです。�

みみ かざ�

せきすい�

けつ じょう みみ かざり�

　この遺跡は、揖斐川右岸の旧徳山村櫨原地区にあり、河岸段丘上に位置しています。

櫨原村平遺跡の対岸にあたります。�

　今回の調査では、縄文時代早期の土器が数点見つかりました。それら土器には、彫刻

した丸い棒を土器の面に押し当て、回転してつ

けた楕円や山形の文様が見られます。また打製

石斧や石鏃などの石器も見つかっています。�

　これらの土器や石器は、遺跡のほぼ中央にあっ

た自然流路の近くから出土しており、縄文時代

の人々の生活と水との関わりを想像させます。�

せき ぞく�せき ふ�

注）日本の旧石器時代の始まりについては、現在、再検討されています。よって、本紙では、新たな見解が発表されるまで、年代の記載を中止いたします。�
　  また、縄文時代の始まりについては、ほかに約13000年前など、いくつかの説があります。�
　  弥生時代の始まりについても、最近新しい説が発表されましたが、本表では、従来の説に従っています。�

旧石器時代� 縄 文 時 代� 弥生時代�
古墳�
時代�

古　代� 中　世� 近世� 近・現代�

飛鳥時代�奈良時代� 安土・桃山時代�

明
治�

大正�

平安時代� 室町時代� 江戸時代� 昭和�平成�鎌倉�
時代�

約12000年前（100年を5mmで表現      すると、縄文時代は約50cmになります）� 約2300年前�

BC（紀元前）�AD（紀元後）�

約1700年前� 710 1192 1333 1573 1603 1868794
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